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ミニバスケチーム「明和AIR JAM」、ほか　　　　　　　　　 ……２～４Ｐ　　　　　

明和町職員採用試験のお知らせ、国民健康保険・同特定健康診査・
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特集 第29回斎王まつり「雅やかな王朝絵巻を再現」 ……10～11Ｐ

ひとまちふれあい企画、いつきのみや歴史体験館・ふるさと会館
からお知らせ、各種お知らせ、ほか ……12～19Ｐ

明和町行政チャンネル番組表、ほか ……20Ｐ

広広広広報報報報めめめめいいいいわわわわ

三重県 明和町 広報紙

７７月月号号
平成 2 3 年 ( 2 0 1 1 年 )

第29回斎王まつりの斎王群行。関係記事は10～11ページをご覧ください。
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まちの話題
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年)

【平成23年度 全町自治会長会】

町の事務・事業の説明や事業現場の見学など

全町自治会長会の様子

工事が進む宮川用水斎宮調整池の事業現
場見学

町
内
の
全
自
治
会
長
が
集
い
、

町
行
政
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
「
平
成
23
年
度
全
町
自
治
会
長

会
」
が
５
月
31
日
、
中
央
公
民
館

大
集
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
自
治
会
長
を
は

じ
め
、
町
議
会
議
員
・
行
政
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。
町

長
、
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
な

ど
に
続
い
て
、
町
各
課
の
紹
介
や

事
務
・
事
業
の
説
明
、
意
見
交
換

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
堤
防

工
事
が
進
む
伊
勢
湾
西
南
海
岸
工

事
現
場
や
、
池
村
地
内
の
宮
川
用

水
第
二
期
農
業
水
利
事
業
斎
宮
調

整
池
現
場
を
見
学
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

チャリティコンサートの
純益11万５千円を町社協等へ寄付
【明和町ギターを楽しむ会】

５月28日、明和町ギターを楽しむ会（奥浦敏夫代

表）主催の「チャリティコンサート・ギターの夕べ」

が中央公民館で開催され、このほど同会ではコンサー

トの純益５万円を明和町社会福祉協議会へ寄付、また

同６万5,058円を日本赤十字社東日本大震災義援金に

寄託いただきました。

このコンサートは、その純益を福祉に役立てようと

いうもので、今回で３回目の開催となります。同会の

奥浦代表をはじめ、40～70代の会員14人などが、ク

ラシックギターの独奏、二重奏、合奏や歌を披露。見

事な演奏で、会場を訪れた皆さんを魅了しました。

チャリティコンサートの様子（写真は明和町ギターを楽しむ
会提供）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

創
立
１
２
０
周
年
の
桜
木
記
念
病
院
か
ら

町
に
１
２
０
万
円
を
寄
付

６
月
３
日
、
松
阪
市
の
医
療
法
人
桜
木
記
念
病
院
（
志

田
幸
雄
理
事
長
）
か
ら
明
和
町
に
１
２
０
万
円
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
、
同
病
院
の
志
田
理
事
長
と
今
井
由
紀
事
務
長

が
町
役
場
を
訪
れ
、
志
田
理
事
長
か
ら
町
長
に
「
当
病
院

は
、
本
年
６
月
15
日
を
も
っ
て
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
明
和
町
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
桜
木
さ
ん
・

明
和
、
同
・
第
二
明
和
）
を
通
じ
て
、
ま
た
松
阪
医
師
会

と
の
連
携
な
ど
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
町
長
に
寄

付
金
を
手
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
こ
の
寄
付
金
を
活
用
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
高
齢
者
宅
訪
問
等
に
利
用
す
る
自
動
車
の
購
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真左から明和町長、桜木記念病院の志田理事長、今井事務長
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 まちの話題

広報めいわ ７月号
平成23年
(2011年)

上村の天王祭 ■日時 ７月９日(土) 子ども

みこし＝午後４時～、花火＝午後８時00分～

（小雨決行）■場所 上村地内

算所の祇園祭り ■日時 ７月９日(土) 午後

７時～（予定、小雨決行）■場所 算所地内

蓑村の虫送り

■日時 ７月13

日(水) 午後７時

～（小雨決行、雨

天の場合は翌14

日(木)に順延）■

場所 蓑村地内　とづか会館前～鳥墓神社前

有爾中の天王踊り(羯鼓踊り)

■日時 ７

月17日(日)

午後１時～

（雨天決行）

■場所 宇

爾桜神社

大淀祇園祭りと花火大会

■日時 ８月６日

(土) 午後１時～

11時（雨天の場

合は翌７日(日)に

順延）■場所 大

淀地内・大淀漁港

ふるさとの主な夏祭り・伝統行事

明
和
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

（
乾
　
良
市
会

長
）
の
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
大
会
が
５
月
30
日
、
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
会
員
の

健
康
増
進
、
相
互
の
親
ぼ
く
と
交

流
を
図
ろ
う
と
、
毎
年
こ
の
時
期

に
ミ
ニ
運
動
会
や
各
種
大
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
全
長
13
メ

ー
ト
ル
・
全
幅
３
メ
ー
ト
ル
の
フ

ロ
ア
コ
ー
ト
で
、
ロ
ー
ラ
ー
が
付

い
た
自
重
約
２
キ
ロ
の
ジ
ェ
ッ
ト

ロ
ー
ラ
を
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン
に
向

け
て
転
が
し
、
チ
ー
ム
で
得
点
を

競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

参
加
者
は
地
区
ご
と
３
人
１
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
「
初
め
て
や
け

ど
、
な
か
な
か
難
し
い
わ
」
「
い

や
い
や
、
コ
ツ
が
分
か
れ
ば
簡
単

や
で
」
と
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

高齢者の生きがいと健康づくり事業

明和町老人クラブ連合会の
カ ロ ー リ ン グ 大 会

力加減が難しそうです カローリング大会の様子

協
力
や
感
謝
の
大
切
さ
を
学
ぶ

修
正
小
学
校
に
「
人
権
の
花
」
運
動
指
定

５
月
30
日
、
修
正
小
学
校
「
人
権
の
花
」
運
動
指
定

書
の
交
付
式
が
、
同
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
運
動
と
は
、
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し

た
法
務
省
主
唱
の
人
権
啓
発
運
動
で
、
子
ど
も
た
ち
が

協
力
し
て
花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
力
や
感
謝

の
大
切
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
思
い
や
り
の
心
と
人
権

思
想
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
交
付
式
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

や
行
政
関
係
者
出
席
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
に
指
定
書

の
交
付
と
花
の
苗
、
啓
発
用
の
ぼ
り
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
指
定
書
の
交
付
を
受
け
た
児
童
代
表
は
「
人
権

の
花
を
育
て
る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
た
り
、

感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
み
ん
な
で
「
人
権
の
花
と
思
い
や
り
の
心
」

を
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
ね
。

「人権の花」運動の指定を受けた修正小学校の子どもたち
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まちの話題・くらし
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年)

こ
の
ほ
ど
明
和
町
で
は
、
町
の

観
光
振
興
の
指
針
と
な
る
「
明
和

町
観
光
振
興
計
画
（
A
４
版
、
35

ペ
ー
ジ
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

観
光
振
興
計
画
の
計
画
期
間
は

平
成
23
〜
27
年
度
の
５
年
間
で
、

平
成
25
年
の
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

の
開
催
な
ど
を
受
け
、
伊
勢
市
や

近
隣
市
町
と
の
「
観
光
面
で
の
つ

な
が
り
」
の
強
化
と
、
町
内
の
緑

豊
か
な
自
然
や
歴
史
遺
産
を
柱
と

し
た
観
光
振
興
を
基
本
と
し
て
い

ま
す
。

計
画
で
は
、
将
来
目
標
を
「
歴

史
と
自
然
が
彩
る
お
も
て
な
し
の

明
和
町
消
防
団
長
は
じ
め
幹
部
団
員
が

水
防
工
法
の
講
習
会
に
参
加

三
重
県
下
の
消
防
団
な
ど
が
参
加
す
る
「
三
重
四

川
合
同
水
防
技
術
講
習
会
」
が
５
月
22
日
、
鈴
鹿
市

の
鈴
鹿
川
河
川
敷
き
で
行
わ
れ
、
明
和
町
消
防
団
か

ら
は
藪
谷
一
雄
団
長
を
は
じ
め
幹
部
団
員
な
ど
計
14

人
が
参
加
し
、
土
の
う
積
み
な
ど
水
防
工
法
を
訓
練

し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
６
班
に
分
か
れ
た
参
加
者
を
水
防

専
門
家
が
指
導
。
水
防
の
基
本
と
な
る
積
み
土
の
う

工
を
は
じ
め
、
せ
き
板
工
、
シ
ー
ト
張
り
工
、
月
輪

工
な
ど
実
施
頻
度
が
高
い
水
防
工
法
の
説
明
と
実
技

講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

～子どもたちが日々練習に励んでいます～

ミニバスケチーム「明和ＡＩＲ ＪＡＭ」
ミニバスケットボールチーム「明和ＡＩＲ ＪＡＭ（エアー ジ

ャム）」で、子どもたちが日々練習に励んでいます。

チームは、明和町体育協会主催の平成21年度ミニバス教室参加

児童たちが中心となって、同年の９月に練習を開始。本年度から

は、三重県ミニバスケットボール連盟へ加盟と併せてスポーツ少

年団へも加入し、５月に行われた松阪地区大会では、男子が見事

優勝を果たしました。

現在は、町内の小学校１～６年生・男女32人がチームに所属。

地域の皆さんの指導のもと、火・土曜日に上御糸小学校体育館

（火曜日＝午後７時～９時、土曜日＝午前９時～午後１時）で、木

曜日には斎宮小学校体育館（午後７時～９時）で週３回の練習を

行うほか、今後は地域のボランティア活動も計画しています。

明和ＡＩＲ ＪＡＭでは、メンバーを広く募集中。対象は、原則

として町内小学

校の１～６年生

の男女です。練

習の見学やチー

ム加入など、詳

しくはチーム代

表の中瀬弘雅さ

ん （ 1 5 2 ・

0217）へお問

い合わせくださ

い。

ま
ち
・
明
和
」
、
さ
ら
に
重
点
施

策
に
「
斎
宮
寮
の
実
物
大
建
物
の

復
元
と
周
辺
地
域
を
含
め
た
活
性

化
」
「
自
然
豊
か
な
斎
宮
池
周
辺

地
域
の
活
用
」
そ
し
て
「
（
観
光

客
呼
び
込
み
の
た
め
の
）
目
玉
を

活
か
し
た
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
の

展
開
」
の
３
点
を
設
定
。
そ
の
ほ

か
、
基
本
方
針
に
基
づ
く
具
体
的

な
施
策
や
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

計
画
の
具
体
的
な
内
容
等
、
詳

し
く
は
産
業
課
企
業
誘
致
商
工
観

光
係
（
1
52
・
７
１
３
８
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成23～27年度の観光振興指針となる「明和町観光振興計画」冊子

～歴史と自然が彩るおもてなしのまちを目指して～

明和町観光振興計画(平成23～27年度)を策定

明和AIR JAMのメンバーたち。練習頑張ってください

水防工法実技講習の様子
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ７月号
平成23年
(2011年)

明
和
町
で
は
、
平
成
24
年
度
採

用
予
定
の
明
和
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
職
種
、
採
用
予
定
人
数
】

■
事
務
職
員
＝
２
人
、
技
術
職
員

（
土
木
）
＝
１
人
、
保
育
士(

兼
幼

稚
園
教
諭
）
＝
２
人

【
受
験
資
格
】

■
事
務
職
員
・
技
術
職
員
（
土

木
）
＝
①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以

上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
（
高

等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格

者
を
含
む
）
、
②
採
用
後
通
勤
可

能
な
人

■
保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
証
明

書
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
24
年
３
月
末

日
ま
で
に
両
方
を
取
得
見
込
み
の

人
、
②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
各
職
種
共
通
事
項

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
①
成
年

被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
、
②

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
人
、
③
日
本
国
憲
法
ま

た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を

暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
人
、

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
た

だ
し
、
日
本
国
で
の
永
住
者
ま
た

は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を
有

す
る
場
合
は
除
く
※
注
１
）

※
注
１
＝
外
国
籍
の
人
は
、
採
用

後
に
公
権
力
の
行
使
ま
た
は
公
の

意
志
の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ

わ
る
職
に
は
任
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
試
験
日
時
、
場
所
】

■
試
験
日
、
場
所

①
一
次
試
験

（
三
重
県
町
村
会
統
一
試
験
）
＝

９
月
18
日
5
・
三
重
県
立
松
阪
工

業
高
等
学
校
、
②
二
次
試
験
＝
10

月
30
日
5
・
明
和
町
中
央
公
民
館

【
試
験
方
法
】

■
一
次
試
験

①
事
務
職
員
＝
教

養
試
験
、
②
技
術
職
員
（
土

木
）
＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験

（
土
木
）、
③
保
育
士
（
兼
幼
稚
園

教
諭
）
＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験

（
保
育
士
）

■
二
次
試
験

①
事
務
職
員
＝
作

文
・
面
接
、
②
技
術
職
員
（
土

木
）
＝
作
文
・
面
接
、
③
保
育
士

（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝
作
文
・
面

接
・
実
技

【
採
用
、
給
与
、
勤
務
時
間
】

■
採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月

１
日

■
給
与
等

明
和
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ

く
給
料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手
当
、

通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
等

の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
勤
務
時
間
等

お
お
む
ね
平
日

（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
１
日
に
つ
き
７
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
を
除
く
）
で
す
。
ま

た
、
１
年
に
つ
き
20
日
（
採
用
年

は
15
日
）
の
年
次
有
給
休
暇
の
ほ

か
、
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

【
一
次
試
験
受
験
手
続
等
】

■
受
験
申
込
書
の
請
求

受
験
申

込
書
は
、
役
場
総
務
課
で
７
月
１

日
:
か
ら
交
付
し
ま
す
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）。

※
受
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
表
面
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
書
希
望
」
の
文
字
と

「
受
験
職
種
」
を
朱
書
き
し
た
封

筒
に
、
必
ず
返
信
用
封
筒
（
角
形

２
号
、
返
信
先
を
明
記
の
う
え
１

４
０
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た
も

の
）
と
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記

し
た
メ
モ
を
同
封
し
、
明
和
町
総

務
課
（
〒
５
１
５
│
０
３
３
２

明
和
町
大
字
馬
之
上
９
４
５
）
へ

郵
送
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
子
メ
ー
ル
で
の
請
求
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

受
験
申
込
書
交
付

の
際
に
、
詳
し
く
ご
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
（
受
付
）
期
間

７
月
１

日
:
か
ら
29
日
:
ま
で
（
期
限
厳

守
。
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
）

■
受
験
案
内
書

受
験
申
込
書
交

付
の
際
に
、併
せ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

■
一
次
試
験
合
格
発
表

10
月
中

旬
に
、
合
否
に
関
わ
ら
ず

受
験
者
全
員
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

【
二
次
試
験
の
案
内
等
】

二
次
試
験
の
案
内
は
、

一
次
試
験
合
格
者
に
送
付

し
ま
す
。
な
お
、
一
次
試

験
合
格
者
に
は
、
10
月
24

日
6
ま
で
に
、
総
務
課
に
次
の
書

類
（
各
１
通
）
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
事
務
職
員
・
技
術
職
員
（
土

木
）
＝
①
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た

は
見
込
証
明
書
、
②
最
終
学
校
の

成
績
証
明
書

■
保
育
士
（
兼
幼
稚
園
教
諭
）
＝

①
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
見
込

証
明
書
、
②
最
終
学
校
の
成
績
証

明
書
、
③
保
育
士
免
許
証
等
の
写

し
ま
た
は
取
得
見
込
証
明
書
、
④

幼
稚
園
教
諭
免
許
証
等
の
写
し
ま

た
は
取
得
見
込
証
明
書

※
各
資
格
等
の
取
得
見
込
み
を
要

件
と
し
て
受
験
し
た
人
が
、
所
定

の
時
期
ま
で
に
資
格
を
取
得
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
採
用
さ
れ
る

資
格
を
失
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
1
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

明

和

町

職

員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

総
務
課
（
1
52
・
７
１
１
１
）
１ 次 試 験 の
申込受付期間は
７月１日～29日

町の花：ノハナショウブ（どんど花）
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くらし
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年)

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

制
度
に
は
、
後
日
に
高
額
療
養
費

を
申
請
す
る
制
度
の
ほ
か
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の
提
示
に
よ
っ
て

「
入
院
し
た
場
合
の
１
カ
月
の
窓

口
で
の
医
療
費
等
の
支
払
い
を
、

一
定
の
限
度
額
ま
で
と
す
る
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
一
定
の

自
己
負
担
額
は
、
被
保
険
者
の
前

年
所
得
や
、
世
帯
の
課
税
状
況
に

よ
っ
て
段
階
的
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
事
前

に
各
認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
、

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。現

在
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が

お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
5
で
す
。
引
き
続
き
、

認
定
証
が
必
要
な
人
や
新
た
に
交

付
を
希
望
す
る
人
は
、
長
寿
健
康

課
保
険
年
金
係
の
窓
口
で
認
定
証

の
更
新
・
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
種
類

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
の
う
ち
、
70
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
5
で
す
。

対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
下

旬
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
と
は
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
70
歳
に
な
る
誕
生
日
の

翌
月
１
日
（
誕
生
日
が
１
日
の
人

は
そ
の
月
）
か
ら
、
医
療
機
関
で

受
診
す
る
場
合
、
前
年(

１
月
１

日
〜
７
月
31
日
は
前
々
年)

の
所

得
状
況
に
応
じ
、
医
療
費
の
負
担

①
70
歳
未
満
の
人

住
民
税
課
税

世
帯
＝
限
度
額
適
用
認
定
証
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
＝
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

②
70
歳
以
上
の
人

住
民
税
非
課

税
世
帯
＝
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

※
未
納
の
保
険
税
が
あ
る
場
合
に

高
額
療
養
費
制
度

の

更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険

各
種
手
続
き
の
お
知
ら
せ

割
合
が
２
割
（
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
は
１
割
）
ま
た
は
３
割
に

な
り
ま
す
。

※
所
得
区
分
の
判
定
基
準
に
つ
い

て
は
、
新
し
い
受
給
者
証
と
一
緒

に
送
付
す
る
小
冊
子
の
６
〜
７
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
同
世
帯
の
高
齢
者
の
国
民
健
康

保
険
加
入
状
況
に
異
動
が
あ
る
と

き
や
、
所
得
状
況
に
更
正
が
あ
る

と
き
は
、
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
対
象
者
あ
て
送
付

限

度

額

適

用

認

定

証

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
場
所

長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係

■
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
認
定
証
は

回
収
い
た
し
ま
す
の
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係
（
H
52
・
７
１
１
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
勤
め
先
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
船

員
保
険
な
ど
）
加
入
者
と
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、
す
べ
て
の

人
が
加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
で
す
。

各
世
帯
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
場
合
、
世
帯
主
の
人
が

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
税
は
世
帯
主

の
人
に
課
税
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
分
・
介
護
分
に
か
か

る
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
合
計
額
が
年
税
額
と
な
り
ま

す
。
明
和
町
で
は
、
平
成
23
年
度
分
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
年
税
額
の

「
賦
課
限
度
額
」
を
、
①
医
療
分
＝
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
②
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
＝
13
万
円
か
ら
14
万
円
に
、
③
介
護
分
＝
10
万
円
か
ら
12
万
円

に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定
し
ま
し
た
。
改
定
後
の
税
額
計
算
表
等
は
右
表
の
と
お

り
で
す
。

明
和
町
税
務
課
で
は
、
前
年
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
た
「
平
成
23
年
度

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に
該
当
世
帯
主
の
皆
さ
ん
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
、

詳
し
く
は
税
務
課
（
H
52
・
７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■国民健康保険税額の計算 

　　　　　　医　療　分　後期高齢者支援金分　介　護　分 

所得割(税率) 　　  4.67％               1.25％         1.00％  

資産割(税率)　    32.00％               8.05％         7.90％  

均　等　割 　 23,500円             6,500円        7,000円  

平　等　割 　 22,000円             5,200円        4,300円  

賦課限度額　510,000円          140,000円    120,000円 

※所得割＝前年の総所得金額から基礎控除額（33万円）を差し 
　引いた額に税率を掛けて算出します。  
※資産割＝本年度の固定資産税額（土地・家屋）に税率を掛け 
　て算出します。  
※均等割＝被保険者１人あたりに賦課します。  
※平等割＝１世帯あたりに賦課します。 

■国民健康保険税での負担内容  

40歳未満の人　　　　＝医療分 ＋ 後期高齢者支援金分  

40歳以上65歳未満の人＝医療分 ＋ 後期高齢者支援金分 ＋ 介護分  

65歳以上75歳未満の人＝医療分 ＋ 後期高齢者支援金分 

【国民健康保険税】
医療分・後期高齢者支援分・介護分の
賦課限度額をそれぞれ改定しました
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ７月号
平成23年
(2011年)

７月から「国民健康保険特定健康診査」と「後期高齢者健康診査」が始まります。

対象となる人には、受診券等を６月末に送付します。各健康診査の内容等について、

詳しくは下表をご覧ください。

国 民 健 康 保 険 特 定 健 康 診 査 (40～74歳)

後 期 高 齢 者 健 康 診 査 を 受 け ま し ょ う ！

※受診時点で、ほかの健康保険（協会けんぽ、企業の健康保険組合による健康保険、

船員保険、公務員の共済組合など）に移られた人は、受診券をお持ちの場合でも国民

健康保険・後期高齢者医療の健康診査は受診できません。

※特定健康診査などについて、国民健康保険・後期高齢者医療以外の健康保険に加入

されている人やその被扶養者の人は、それぞれの医療保険者にお問い合わせください。

健康診査種類

対    象    者

実  施  期  間

受  診  券  等

健  診  内  容

健  診  料  金

健診時の持ち物

問い合わせ先

■国民健康保険 特定健康診査、後期高齢者 健康診査の受診方法早見表

明和町国民健康保険に加入している
40～74歳の人

後期高齢者医療制度に加入している人

①個別健診(医療機関で健診)：平成23年７月１日(金)～11月30日(水)
②集団健診 
　１回目：８月８日(月) …受診申し込みは８月３日(水)までに（定員60人になり次第締め切り）
　２回目：10月15日(土) …受診申し込みは10月12日(水)までに（定員60人になり次第締め切り）
　３回目：11月13日(日) …受診申し込みは11月９日(水)までに（定員60人になり次第締め切り）
　※いずれの回も、時間は午前８時30分～11時、場所は明和町保健福祉センターです。

明和町から対象者あて送付します。
※平成23年９月１日から11月30日までに75
　歳になる人は、誕生日前日までに受診して
　ください。

三重県後期高齢者医療広域連合から対象者あ
て送付します。
※平成23年５月１日から８月31日までに75
　歳になる人は、誕生月によって受診券等の
　送付時期が異なります。

国民健康保険　特定健康診査 後 期 高 齢 者 　 健 康 診 査

①個別健診＝1,000円
②集団健診＝  500円

特定健診受診券または後期高齢者健診受診券、被保険者証（健康保険証）、質問票（受診券
等と一緒に送付）、自己負担金
※個別健診の場合、前年度の健診結果（お持ちの人のみ）

明和町 長寿健康課（電話：52-7116） ①明和町 長寿健康課（電話：52-7116）
②三重県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　  （電話：059-221-6884）

①基本的な項目（全員が受ける項目）
　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）、血液検査（脂質、血糖、肝機能、腎機能、尿酸）、
　血圧測定、検尿、問診、視触診
②詳細な項目（一定の基準のもと、医師の判断によって実施）
　心電図、貧血、眼底検査

①住民税課税世帯＝500円
②住民税非課税世帯＝200円

～各健康診査の実施期間は７月～11月末　お早めに受診を～
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【東日本大震災義援金 温かいご支援をお願いします】
明和町と明和町社会福祉協議会では、それぞれ役場庁舎

または事務所の玄関ホールに「東日本大震災義援金」の募

金箱を設置し、皆さんに温かいご支援をお願いしています。

お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通して各被

災県で設置される義援金配分委員会に全額が送金され、被

災地の皆さんに届けられます。これまでにお寄せいただい

た義援金の累計額は、６月15日現在で合計4,816,195円と

なりました。ご協力いただきました皆さんに心からお礼申

し上げます。今後も引き続き募金箱を設置しますので、皆

さんの温かいご支援をお願いします。

■義援金募金箱の設置場所・曜日と時間 ①明和町役場庁舎１階玄関ホール＝

土曜日と祝日以外、②明和町社会福祉協議会玄関ホール＝土・日曜日と祝日

以外、時間はいずれも午前８時30分から午後５時15分まで

※税制上の優遇措置等のために、義援金の領収書等が必要な場合は、直接日本

赤十字社等への振り込みをお願いします。詳しくは、福祉子育て課（152・

7115）へお問い合わせください。

くらし
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年)

役場庁舎玄関ホールの義
援金募金箱

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
家
族
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
相
談
支

援
員
に
よ
る
電
話
・
面
談
相
談
や
訪
問
、
相
談
支
援
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
対
象

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
・
支
援
関
係
者
　

■
支
援
等
の
内
容

①
日
常
生
活
全
般
の
相
談
、
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
援
助

（
情
報
提
供
と
申
請
手
続
き
の
支
援
）
、
③
専
門
関
係
機
関
（
病
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

特
別
支
援
学
校
等
）
の
紹
介
と
連
携
、
④
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

■
開
設
日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
、
1
52
・
７
１
２
７
、
I

52
・
７
１
２
８
、
Ns

h
ie
n
@
to
w
n
.m
e
iw
a
.

m
ie
.jp

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ご
参
加
く
だ
さ
い
　
７
月
２
日
に
災
害
時
危
機
管
理
の
勉
強
会
】

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
災
害
に
備
え
て
次
の
と
お
り
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
勉
強
会

で
は
「
明
和
町
の
災
害
時
危
機
管
理
」
に
つ
い
て
、
明
和
町
危
機
管
理
室
か
ら
説
明
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
と
場
所

７
月
２
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
室
　

■
対
象
者

障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
や
支
援
者

■
参
加
費

無
料

※
参
加
申
し
込
み
等
、
詳
し
く
は
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
】

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

皆
さ
ん
の
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
「
交
流
の
場
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

５
月
28
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た
「
ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
」
に
は
11
人
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
作
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
食
べ
た
後
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
「
交
流
の
場
」
の
定
期
的
な
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1
52
・
７
１
２
７
）

専
門
の
相
談
支
援
員
が
支

援
等
を
行
っ
て
い
ま
す

【７月は社会を明るくする運動強調月間】
７月は、第61回「社会を明るく

する運動～犯罪や非行を防止し、

立ち直りを支える地域のチカラ～」

強調月間です。社会を明るくする

運動は、すべての国民が、犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの

更生への理解を深め、地域社会が

それぞれの立場で力を合わせ、犯

罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

強調月間中、明和町・多気町・

大台町の保護司の皆さんで構成す

る多気郡保護区保護司会では、各

種啓発活動の展開を予定していま

す。皆さんの暖かいご支援、そし

てご理解とご協力をお願いします。

ク
ッ
キ
ー
づ
く
り
の
様
子
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ７月号
平成23年
(2011年)

国民年金
のお知らせ

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
長
寿
健
康
課
保
険

年
金
係
ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所

（
松
阪
市
宮
町
17
―
３
）
で
所
定

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き◇

　
　
　
　
　
◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
長
寿
健
康

課
保
険
年
金
係
（
H
52
・
７
１
１

６
）
、
ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所

（
H
０
５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
０
２
０
円
で

す
。所

得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

【
平
成
23
年
度
保
険
料
月
額
１
万
５
０
２
０
円
】

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」
ま
た
は
「
４
分
の
１
」
「
半

額
」
「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付

と
な
り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り

ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が

そ
の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満

の
人
で
、
本

人
・
配
偶
者

の
前
年
所
得

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
下
の
場

合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。こ

の
猶
予
さ

れ
た
期
間
は
、

老
齢
・
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
さ
れ
た

保
険
料
の
追
納

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
長
寿
健
康
課
保
険
年
金
係

（
H
52
・
７
１
１
６
）、
ま
た
は
松

阪
年
金
事
務
所
（
H
０
５
９
８
・

51
・
５
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を

離
職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配

偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
（
会
社
員
・
公
務
員

な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万

円
未
満
）

被
保
険
者

種
別
変
更

【
若
年
者
納
付
猶
予
】
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ステージに登場した斎王群行出演者の皆さん

雅第29回斎王まつ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６
月
４
・
５
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り

に
は
、
両
日
で
延
べ
３
万
２
０
０
０
人
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
表
）
の
来
場
者

が
訪
れ
、
各
会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

やや
かか
なな
王王
朝朝
絵絵
巻巻
をを
再再
現現

【
斎
王
ま
つ
り
に
３
万
２
０
０
０
人
の
人
出
】

三
重
県
知
事
を
表
敬
訪
問

斎
王
ま
つ
り
開
催
に
先
立
つ
５
月
23
日
、
斎
王

役
・
竹
内
あ
ず
み
さ
ん
（
明
和
町
坂
本
）
、
女
別

当
役
・
倉
谷
美
香
さ
ん
（
熊
野
市
）
を
は
じ
め
関

係
者
の
皆
さ
ん
一

行
が
鈴
木
英
敬
三

重
県
知
事
を
表
敬

訪
問
し
、
ま
つ
り

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

鈴
木
知
事
は
斎

王
ま
つ
り
出
演
を

快
諾
し
、
ま
つ
り

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
・

社
頭
の
儀
で
伊
勢

国
司
役
を
務
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

力強い太鼓の演奏を披露する明
和太鼓の皆さん

斎
王(

い
つ
き)

の
舞

火起こしの儀

夜夜

祭祭

前４日の夕刻
か
ら
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
を
会
場
に

「
前
夜
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
の
事
業
所
な
ど
が
特
産
品
を
販
売
す
る
「
斎

王
市
」
の
ほ
か
、
開
会
式
に
続
き
、
明
和
太
鼓
と
斎
王

（
い
つ
き
）
の
舞
の
披
露
、
火
起
こ
し
の
儀
、
美
鈴
の

会
の
舞
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
夜
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
斎
王
群
行
出
演
者

の
紹
介
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
演

者
の
皆
さ
ん
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
、
花
火
と
と
も
に
主

役
の
斎
王
が
登
場
す
る
と
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

前
夜
祭
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
盛
ん
に
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

美
鈴
の
会
の
舞

カ
ー
ボ
ン
パ
ン
チ
の
演
奏
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まつりのフィナーレ、社頭の儀の後に斎王(いつき)の舞

各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
様
子

特集 第29回斎王まつり
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年) 斎

王王

群群

行行

５
日
は
、
斎
王
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
行
事

「
斎
王
群
行
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
園
公
園
で
は
、
禊
（
み
そ
ぎ
）
の
儀
、

発
遣
（
は
っ
け
ん
）
の
儀
の
後
、
明
和
太

鼓
の
演
奏
と
と
も
に
約
１
２
０
人
の
皆
さ

ん
に
よ
る
「
斎
王
群
行
」
が
斎
宮
歴
史
博

物
館
に
向
け
て
出
発
。
十
二
単
（
ひ
と
え
）

を
身
に
ま
と
っ
た
斎
王
が
、
葱
華
輦
（
そ

う
か
れ
ん
）
と
い
う
輿
（
こ
し
）
に
乗
り
、

旧
参
宮
街
道
を
経
由
し
て
、
約
１
・
７
キ

ロ
の
道
の
り
を
厳
か
に
群
行
し
ま
し
た
。

沿
道
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
盛
ん
に

カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
り
と
、

雅
や
か
な
王
朝
絵
巻
の
再
現
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

禊(みそぎ)の儀

斎王群行の出発式、発遣の儀

斎王群行が上園公園を出発

【
集
ま
っ
た
義
援
金
を
明
和
町
へ
寄
託
】

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
ま
つ
り
当

日
、
総
合
案
内
テ
ン
ト
と
本
部
テ
ン
ト
で

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
の
募
金
箱
を
設

置
し
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
義
援
金
の
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
２
日
間

で
４
万
５
６
６
４
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、

斎
王
ま
つ
り
関
係
グ
ッ
ズ
売
り
上
げ
の
一
部

４
３
３
６
円
を
合
わ
せ
た
計
５
万
円
を
、
斎

王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
か
ら
明
和
町
役
場
の

義
援
金
募
金
箱
（
関
係
記
事
は
本
紙
８
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
に
寄
託
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

くらし
広報めいわ ７月号

平成23年
(2011年)

明
和
町
で
は
、
地
震
対
策
の
一
環
と
し
て
、
自
力
で
家
具
転
倒
防

止
器
具
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
住
宅
内

の
家
具
を
無
料
で
固
定
す
る
事
業
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

家
具
の
固
定
は
、
住
宅
の
耐
震
改
修
に
比
べ
て
手
軽
に
で
き
る
も

の
で
す
。
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
住
ま
い
づ
く
り
の
第
一
歩

と
し
て
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
内
容

住
宅
内
に
あ
る
家
具
（
３
つ
ま
で
）
を
Ｌ
字
金
具
や
チ
ェ

ー
ン
等
を
使
っ
て
無
料
で
固
定
し
ま
す
。
作
業
は
、
町
が
委
託
契
約

し
て
い
る
業
者
が
行
い
ま
す
。
な
お
、
事
業
を
利
用
で
き
る
の
は
１

世
帯
１
回
ま
で
で
す
。

■
対
象

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
（
先
着

20
件
）

①
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
・
精
神
保
健
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
③

前
記
①
ま
た
は
②
に
準
ず
る
人
な
ど
（
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
、
18
歳
未
満
の
人
な
ど
）

■
申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
業
の
対

象
と
な
る
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類
（
各
種
手
帳
の
写
し
等
）
と
住

宅
の
所
在
を
示
す
地
図
を
添
付
の
う
え
、
明
和
町
危
機
管
理
室
（
〒

５
１
５
ー
０
３
３
２
　
明
和
町
大
字
馬
之
上
９
４
５
）
へ
直
接
（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）
ま
た
は

郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

７
月
１
日(

金)

〜
20
日(

水)

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。
た
だ
し
、
申
し
込
み
数
が
20
件

に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
作
業
実
施
日

別
途
調
整
の
う
え
連
絡
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
室
（
1
52
・
７
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大
地
震
発
生
に
備
え
「
家
具
転
倒
防
止
」

住
宅
内
の
家
具
無
料
固
定
を
実
施

【
申
し
込
み
先
着
20
件
】

危機管理室

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
を

作
ろ
う
！

い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
は
、
農
家

の
野
上
が
り
ま
ん
じ
ゅ
う
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
作
っ
た

翌
日
以
降
も
柔
ら
か
い
い
ば
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

７
月
28
日
9

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
所

人
権
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

町
内
に
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
人

■
定
員

30
人
（
先
着
順
）

■
講
師

久
門
敦
子
さ
ん

■
参
加
費

３
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
タ
オ
ル
、
い
ば
ら
の
葉

20
〜
30
枚

■
申
込
期
間

７
月
12
日
7
〜
15

日
:

※
参
加
申
込
期
間
中
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
に
、
直
接
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１
人

の
申
し
込
み
に
つ
き
、
１
人
分
の

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
1
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７月 2 3 日 (土) に「 夕涼み会」を開催
～皆さん ぜひご参加ください～

人権センターでは、恒例の「夕涼み会」を次のとおり開催します。地域の皆

さんの交流を目的として開催する人権セ

ンター「夕涼み会」は本年で12回目を

迎えます。今回も、趣向を凝らしたさま

ざまな催し物を計画しています。皆さん、

ぜひご参加ください。

■日時 ７月23日(土) 午後６時～８時

※雨天の場合は24日(日)に順延、24日

が雨天の場合は中止します。

■場所 人権センター

■内容 輪投げ・ヨーヨーつり・ウキウ

キ金魚すくい・フランクフルトなど軽食コーナーほか

※駐車場に限りがあります。人権センター駐車場が満車の場合は、ささふえ保

育所の駐車場をご利用ください。詳しくは、人権センター（155・3052）へ

お問い合わせください。

前回の夕涼み会の様子
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普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
で

は
、
家
族
や
同
僚
な
ど
が
倒
れ
た

時
、
あ
な
た
に
で
き
る
応
急
手
当

の
講
習
会
（
普
通
救
命
講
習
）
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
17
日
5

午
前
９

時
〜
正
午

■
場
所

松
阪
市
嬉
野
町
１
４
３

４
　
嬉
野
保
健
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室

■
内
容

①
応
急
手
当
の
重
要

性
、
②
救
命
に
必
要
な
応
急
手
当

（
心
肺
蘇
生
法
＝
成
人
に
対
す
る

方
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）

■
募
集
人
員

30
人

■
募
集
期
間

７
月
４
日
6
〜
14

日
9

※
定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締

め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料

無
料

■
申
込
方
法

消
防
本
部
ま
た
は

最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
で
、
受

講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

ほ
か
、
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ

ー
ド
「
松
阪
消
防
」
、
\h

ttp
://

w
w
w
.m
ie
-m
a
ts
u
s
a
k
a

1
1
9
.jp
/

）
か
ら
も
申
し
込
み

が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
修
了
証
の
交
付

受
講
修
了
者

に
は
「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
救
急
係
（
1

52
・
５
６
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 くらし

広報めいわ ７月号
平成23年
(2011年)

７
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時

７
月
３
日
・
10
日
・
17

日
・
24
日
・
31
日(

各
日
曜
日)

、
各

日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午

後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中

心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事

前

に

町

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（
\

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.

m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１
１

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
日
曜
座
談
会

７
月
17
日
・
８
月
21
日(

要
事
前
申
し
込
み)

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６
月
と
７
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
７
月
17
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
７
月
11

日(

月)

、
②
８
月
21
日(

日)

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
15

日(

月)

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階
　
町
長
室
　
■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど
　
■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
土
曜
日
と
祝
日
を
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
1

52
・
７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は
、
ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
「
寄
附
」
を
通

じ
て
実
現
で
き
る
よ
う
、
寄
附
金
税
制
を
拡
充
し
、
寄

附
を
し
や
す
く
し
た
制
度
で
す
。
地
方
公
共
団
体
（
明

和
町
な
ど
）
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用
下
限
額

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
所
得

税
と
個
人
住
民
税
を
合
わ
せ
て
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

明
和
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
や
関
わ
り
が
深
い
人
な

ど
、
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
出

身
地
や
居
住
地
な
ど
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の

人
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
町
を
応
援
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
附
の
方
法
な
ど
、
詳
細
内
容
は
明
和
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

\h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.m
e
iw
a
.

m
ie
.jp
/

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
政

策
課
（
1

52
・
７
１
１
２
、
N

s
e
i
s
a
k
u

@
to
w
n
.m
ie
-m
e
iw
a
.lg
.jp

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ふるさと納税のお知らせ【政策課】

地デジ臨時相談コーナー開設のお知らせ
総務省三重県テレビ受信者支援センター（デジサポ三重）では、

７月24日(日)のテレビ地上アナログ放送終了に伴い、デジタル放送

の視聴方法等のご相談をお受けする「地デジ臨時相談コーナー」を

次のとおり開設します。相談予約は必要ありません。皆さん、お気

軽にご利用ください。詳しくは、同センター（1059・213・1030）

へお問い合わせください。

■日時と場所（７月開催分）①７月６日(水) 明和町人権センター

玄関ホール、②７月18日(月) 明和の里玄関ホール、③７月26

日(火) 明和町役場玄関ホール

※時間は、各日とも午前９時30分～午後４時30分です。
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■最大震度別地震回数（平成23年５月１日～31日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

557 254 78 18 2 0 0 0 0 909

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

７
月
21
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

５月中の
主な増減

総人口：23,220人 出生：17人

男：11,174人 死亡：19人

女：12,046人 転入：30人

世帯数：8,054世帯 転出：39人

６月の人口

人 の う ご き

み
え
看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

【
三
重
県
看
護
協
会
】

2
三
重
県
看
護
協
会
な
ど
で
は

「
自
信
が
も
て
ま
す
！
自
分
の
健

康
〜
看
護
の
裏
技
、
伝
え
ま
す
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
み
え
看
護
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
１
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
多
数
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
23
日
;

午
後
１

時
〜
４
時

■
場
所

津
市
一
身
田
上
津
部
田

１
２
３
４
　
三
重
県
文
化
会
館
２

階
第
１
・
第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

■
内
容

①
看
護
の
仕
事
紹
介
と

体
験
、
②
看
護
部
活
動
紹
介
、
③

看
護
学
校
へ
の
進
路
相
談
と
就
職

寝具類の洗濯・乾燥消毒サービス(有料)
【申込期限は７月15日】

明和町では、要援護高齢者の皆さんが使用する

掛け布団・敷き布団など、寝具類の洗濯・乾燥消

毒サービス（有料）を、次のとおり実施します。

■実施時期 ７月下旬

■申込期限 ７月15日(金)

■対象者 町内に住所を有し、おおむね65歳以

上の一人暮らし世帯の人、または高齢者のみの

世帯に属し、病気などの理由によって寝具類の

衛生管理が困難な人

■対象寝具類 掛け布団・敷き布団・毛布（各１

枚で１式）

■利用料金 サービス提供に伴う費用額の１割

（１式693円）

※詳しくは、長寿健康課（152・7116）へお問
い合わせください。

相
談
、
④
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
タ
イ

ム※
詳
し
く
は
、
三
重
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
1
０
５
９
・
２
２
２
・

０
４
６
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
場
所

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
２
階
情
報
資
料
室
（
松
阪
市

本
町
２
１
７
６
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
第
２
学
期

放
送
大
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。
同
大
学
で

は
、
平
成
23
年
度
第
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
教
養
学
部
学
生
と
大

学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
学
生
の
種
類

①
全
科
履
修
生

（
大
学
卒
業
を
目
的
に
学
び
ま

す
）
、
②
選
科
履
修
生
（
１
年
間

在
学
し
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
び

ま
す
）
、
③
科
目
履
修
生
（
半
年

間
在
学
し
興
味
の
あ
る
科
目
を
学

び
ま
す
）

■
入
学
資
格

15
歳
以
上
の
人
。

た
だ
し
、
大
学
卒
業
を
目
的
と
す

る
全
科
履
修
生
は
、
18
歳
以
上
で

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
人

※
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ

（
B
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
ま
た
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授

業
を
視
聴
、
ま
た
は
放
送
大
学
三

重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
利
用
し
て
学
習

■
募
集
期
間

８
月
31
日
8
ま
で

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学

習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
５
９
・
２
３

３
・
１
１
７
０
、
\h

ttp
:/
/

w
w
w
.o
u
j.a
c
.jp
)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【お知らせ】毎月掲載の「町内の交通事故発生状況（前月分）」

と「町内の治安情勢（前月分）」は、統計事務工程の都合か

ら、広報紙来月号以降で当該月分を翌々月に掲載します。

【子どもチャレンジ教室の参加者募集】
明和町中央公民館では、子どもチャレン

ジ教室（トールペイント）の参加者を次の

とおり募集しています。木のうちわにペイ

ントして、オリジナルうちわを作ってみま

せんか。

■日時と場所 7月10日(日) 午前９時30

分～11時30分、中央公民館

■対象と定員 小学校１年生～６年生児童、

20人（１～２年生は保護者同伴）

■材料費 700円（当日に徴収します）

■持ち物 エプロン、ぞうきん

■申し込み ７月１日(金)～４日(月)に、中

央公民館へ電話で申し込み（152・7132、

午前９時～午後５時）

※詳しくは、中央公民館へお問い合わせく

ださい。

お知らせ
広報めいわ　　 ７月号

平成23年
(2011年)
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宮
川
福
祉
施
設
組
合

職
員
の
募
集

７
月
４
日
〜
29
日
に
受
け
付
け

宮
川
福
祉
施
設
組
合
で
は
、
平

成
24
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
組

合
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
職
種

看
護
職
員

■
採
用
予
定
人
数

若
干
名

■
受
験
資
格

看
護
師
免
許
ま
た

は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

■
応
募
方
法
　
や
ま
び
こ
荘
（
多

気
郡
大
台
町
江
馬
２
６
０
）
で
交

付
す
る
申
込
用
紙
（
３
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
同
荘
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
（
受
付
）
期
間

７
月
４

日
6
か
ら
29
日
:
ま
で
（
郵
送
の

場
合
は
当
日
必
着
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

か
ら
お
知
ら
せ

夏
休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル

教
室
の
参
加
者
募
集

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

は
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
「
平
成
23
年
度
夏

休
み
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」
を

次
の
と
お
り
開
講
し
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
と
内
容（
用
意
す
る
物
等
）

①
７
月
30
日
;
＝
手
作
り
お
も
ち

ゃ
（
裁
縫
道
具
）
、
②
７
月
31
日

5
＝
夏
休
み
自
由
研
究
の
ア
ド
バ

イ
ス
（
筆
記
用
具
）
、
③
８
月
６

日
;
＝
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
、
④
８

一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）
＝
９
月

18
日
5

午
前
10
時
〜
・
三
重
県

立
松
阪
工
業
高
等
学
校
、
二
次
試

験
（
作
文
、
面
接
）
＝
後
日
連
絡

し
ま
す
。

■
採
用
予
定
日

平
成
24
年
４
月

１
日

■
給
与
等

宮
川
福
祉
施
設
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
規
定

に
基
づ
く
給
料
、
諸
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
や
ま
び
こ
荘
人
事

担
当
係
（
1
０
５
９
８
・
76
・
１

３
６
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■一般曹候補生 資格：18歳以上27歳未満　受付期

間：８月１日(月)～９月９日(金) 試験期日：１

次＝９月17日(土)、２次＝10月６日(木)～13日(木)

入隊：平成24年３月下旬～４月上旬

■自衛官候補生 資格：男女とも＝18歳以上27歳未

満　受付期間：男子＝年間を通じて募集、女子＝

８月１日(月)～９月９日(金) 試験期日：男子＝９

月16日(金)、女子＝９月25日(日)～28日(水)のいず

れか１日を指定　入隊：男子＝採用予定通知書で

告知、女子＝平成24年３月下旬～４月上旬

■航空学生 資格：高校卒業（見込み含む）以上21

歳未満　受付期間：８月１日(月)～９月９日(金)

試験期日：１次＝９月23日(金)、２次＝10月15日

(土)～20日(木)、３次＝11月12日(土)～12月15日

(木) 入隊：平成24年３月下旬～４月上旬

■看護学生 資格：高校卒業（見込み含む）以上24

歳未満　受付期間：９月５日(月)～30日(金) 試験

期日：１次＝10月22日(土)、２次＝11月19日

(土)・20日(日) 入隊：平成24年３月下旬～４月

上旬

※このほか、防衛大学校学生・防衛医科大学校学生

も募集します。受験資格や試験期日等、詳しくは防

衛省自衛隊伊勢地域事務所（伊勢市神久２-１-58、

10596・23・3880、\h t t p : / /www .mo d . g o .

jp/pco/mie/）へお問い合わせください。

平 成 2 3 年 度 自 衛 官 等 の 募 集

月
７
日
5
＝
廃
油
せ
っ
け
ん
作
り

（
廃
油
１
人
分
３
３
０
cc
、
１
リ

ッ
ト
ル
の
牛
乳
パ
ッ
ク
）
、
⑤
８

月
21
日
5
＝
水
笛
作
り
（
軍
手
、

竹
細
工
の
で
き
る
服
装
）
、
⑥
８

月
28
日
5
＝
紙
す
き

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

正
午
で
す
。

■
場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
申
込
資
格

伊
勢
市
、
明
和
町
、

玉
城
町
、
度
会
町
に
在
住
の
人

■
申
込
方
法
・
締
切
、
定
員

い

ず
れ
の
教
室
も
電
話
で
参
加
申
し

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
申
込

締
切
日
は
各
教
室
開
催
日
の
１
週

間
前
で
、
定
員
（
各
教
室
と
も
親

子
10
組
）
に
な
り
次
第
、
受
け
付

け
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
先

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
（
H
０
５
９
６
・
38
・
２
８

０
０
）

■
受
講
料

無
料

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
15
回
環
境
学
習
会

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は

「
第
15
回
環
境
学
習
会
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
月
31
日
5

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■
場
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
テ
ー
マ

家
庭
か
ら
出
る
生
ご

み
・
雑
草
の
堆
肥
化

■
講
師

橋
本
力
男
さ
ん

■
参
加
申
し
込
み

不
要

※
各
催
し
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
1
０

５
９
６
・
38
・
２
８
０
０
、
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.is
e
r
is
a
ik

u
r
u
.jp
/

）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

8.5

7.7

7.7

51.0

34.0

33.0

7.2

6.9

6.9

採水日（平成23年５月24日） 

祓　川（下御糸橋） 2.6

1.7

1.8

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 
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お知らせ
広報めいわ　　 ７月号

平成23年
(2011年)

７
月
２
日

明
和
の
里
で

介
護
者
の
会
を
開
催

明
和
町
介
護
者
の
会
で
は
、
日

ご
ろ
の
介
護
の
経
験
や
感
じ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
介
護
を
受
け
る
側

の
思
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ

く
「
介
護
者
の
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の

ご
連
絡
く
だ
さ
い

体
育
協
会
表
彰
等

候
補
者
の
皆
さ
ん

【
明
和
町
体
育
協
会
】

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
明
和

ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
（
10
月
９
日
5
、

明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
実

施
す
る
「
明
和
町
体
育
協
会
等
表

彰
」
に
あ
た
り
、
そ
の
候
補
者
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

表
彰
候
補
者
の
対
象
は
次
の
と

お
り
で
す
。
該
当
す
る
個
人
・
団

体
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
表
彰
候
補
者
対
象

平
成
22
年

９
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
８
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
お
い
て
「
全
国
大
会
出

場
ま
た
は
東
海
・
三
重
県
大
会
３

位
以
上
に
入
賞
」
し
た
個
人
・
団

体※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

水

泳

教

室

■
日
時

８
月
８
日

6
〜
11
日
9
（
４
日

間
コ
ー
ス
）
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
０

時
30
分
〜
１
時
30
分

■
場
所

伊
勢
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
伊
勢
市
岩
渕
）

■
対
象
者

町
内
小
学
校
児
童

■
募
集
人
員

先
着
50
人

■
参
加
費

３
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

７
月
12
日
7

〜
14
日
9

※
詳
し
く
は
、
各
小
学
校
を
通
じ

て
配
布
す
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

明
和
柔
道
教
室

■
日
時

８
月
21
日
・
28
日
、
９

月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

（
各
日
曜
日
、
計
６
回
）、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

■
場
所

明
和
町
総
合
体
育
館
柔

道
場

■
対
象
者

町
内
小
学
校
児
童

■
募
集
人
員

先
着
15
人

■
参
加
費

１
０
０
０
円

■
保
険
料

８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

７
月
29
日
:

〜
８
月
７
日
5

ヨ

ガ(

夜

間)

■
日
時

８
月
24
日
・
31

日
、
９
月
14
日
・
21
日
・

28
日
（
各
水
曜
日
、
計
５

回
）
、
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30

分■
場
所

明
和
町
総
合
体

育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

町
内
ま
た
は

近
隣
市
町
に
在
住
す
る
18

歳
以
上
の
人

■
募
集
人
員

先
着
15
人

■
参
加
費

町
内
＝
１
０

０
０
円
、
町
外
＝
２
０
０

０
円

■
保
険
料

１
８
１
０
円

■
申
込
受
付
期
間

８
月

１
日
6
〜
11
日
9

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
教
室
の
日
程
・
会
場
等
は
事

情
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
先
は
明
和
町
総
合
体

育
館
で
す
。
各
教
室
の
申
込
受
付

期
間
中
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時
）
に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

参
加
費
と
保
険
料
（
振
込
手
数
料

を
含
む
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会 第５回「美し国三重市町対抗駅伝」

明和町代表選手候補を募集しています
「美(うま)し国三重市町対抗

駅伝」明和町実行委員会では、

第５回「美し国三重市町対抗

駅伝（平成24年２月19日(日)、

三重県庁前～三重県営総合競

技場陸上競技場、42.195キ

ロ・10区間）」の上位入賞を

目指して、明和町代表選手候

補を募集しています。

代表選手候補の応募は、自薦他薦を問いません。明和町内在住

で「走り」に自信のある皆さん、ぜひ実行委員会へご連絡くださ

い。

■連絡・問い合わせ先 ①明和町教育委員会教育課（152・7124、

652・7133）、②明和町体育協会（明和町総合体育館内、152・

7130、652・7135）

※応募の際は、参考のために「最近の主な大会記録」のご提出を

お願いします。

前回駅伝の様子(写真は明和町体育指導員提供)

参
加
申
し
込
み
や
費
用
は
一
切

不
要
で
す
。
ほ
っ
と
ひ
と
息
、
そ

ん
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
２
日
;

午
前
10

時
〜

■
場
所

明
和
の
里

■
対
象

介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
を
受
け
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
H
52
・
７
０
５
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
明
和
町
総
合
体
育
館
内
、
1

52
・
７
１
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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明
和
町
で
は
、
日
本
の
が
ん
検

診
受
診
率
を
50
％
以
上
に
上
げ
る

こ
と
を
目
標
に
、
女
性
特
有
の
が

ん
で
あ
る
「
子
宮
頸
が
ん
」
と

「
乳
が
ん
」
に
つ
い
て
、
特
定
の

年
齢
の
人
の
検
診
費
用
を
無
料
と

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
お
知
ら
せ

特
定
年
齢
の
対
象
者
に
「
検
診
費
用
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付

す
る
「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

無
料
検
診
の
対
象
と
な
る
人
に

は
、
町
か
ら
「
検
診
手
帳
」
と
検

診
費
用
が
無
料
と
な
る
「
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
送
付
し

ま
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
券
同
封
の
案

内
通
知
の
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
ク
ー
ポ
ン
券
等
を
持
参
の
う

え
、
町
が
指
定
す
る
医
療
機
関
ま

た
は
町
が
実
施
す
る
検
診
車
で
の

が
ん
検
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。無

料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
と
な
る

人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ご
自
身

の
健
康
の
た
め
、
そ
し

て
「
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
」
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
が
ん
検
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

平
成
23
年
４

月
20
日
現
在
で
明
和
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
女

性
の
う
ち
、
次
の
年
齢

（
生
年
月
日
）
の
人

①
子
宮
頸
が
ん
＝
20
歳

（
平
成
２
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日

生
）、
25
歳
（
昭
和
60
年

４
月
２
日
〜
昭
和
61
年

４
月
１
日
生
）
、
30
歳

（
昭
和
55
年
４
月
２
日
〜

昭
和
56
年
４
月
１
日

生
）、
35
歳
（
昭
和
50
年

４
月
２
日
〜
昭
和
51
年

４
月
１
日
生
）
、
40
歳

（
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜

昭
和
46
年
４
月
１
日
生
）

各種がん検診と肝炎検診を実施します
～７月から12月末まで 各医療機関で～

「がん」は自覚症状がない早期の段階で発見することで、その治癒の可能

性が大きく高まります。また、早期治療によって、心身や経済的な負担の

軽減も期待できます。

明和町では、がんの早期発見や健康管理に役立てていただくため、各医

療機関の協力を得て個別の各種がん検診（胃、肺、大腸、子宮頸部、乳、

前立腺）と肝炎検診を実施します。対象年齢や本人負担金は、検診の内容

によって異なります。

詳しくは、７月初旬に全戸配布するチラシをご覧いただくか、長寿健康

課（152・7116）へお問い合わせください。

■各種がん検診と肝炎検診の実施期間 ７月１日(金)～12月31日(土)…検

診実施医療機関の休業日を除きます。

※検診を受けるときは、あらかじめ長寿健康課窓口で「検診票」を受け取

ってください。検診票の郵送を希望する人は長寿健康課へご連絡ください。

検診票がないと受診できませんのでご注意ください。

※検診の際は、検診票と健康保険証を持参のうえ、各医療機関へお出かけ

ください。検診結果は受診された各医療機関へお尋ねください。

②
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
）
＝
40
歳
（
昭
和
45
年
４
月
２

日
〜
昭
和
46
年
４
月
１
日
生
）
、

45
歳
（
昭
和
40
年
４
月
２
日
〜
昭

和
41
年
４
月
１
日
生
）
、
50
歳

（
昭
和
35
年
４
月
２
日
〜
昭
和
36

年
４
月
１
日
生
）
、
55
歳
（
昭
和

30
年
４
月
２
日
〜
昭
和
31
年
４
月

１
日
生
）、
60
歳
（
昭
和
25
年
４
月

２
日
〜
昭
和
26
年
４
月
１
日
生
）

※
前
記
年
齢
（
生
年
月
日
）
以
外

の
人
は
「
検
診
費
用
無
料
」
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限

平
成
24
年
２
月
29
日
8
ま
で

◇
　
　
　
　
　
◇

※
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
長
寿
健
康
課
（
H
52
・
７
１
１

６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
検
診(

無
料)

を
実
施
し
ま
す

７
月
か
ら
12
月
末
ま
で
各
医
療
機
関(

歯
科)

で

明
和
町
で
は
、
次
の
と
お
り
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
を
通
じ
て
の
健
康
維
持
と

青
壮
年
期
か
ら
の
歯
の
喪
失
予
防

に
よ
っ
て
、
食
べ
る
楽
し
み
を
享

受
し
ま
し
ょ
う
。

■
実
施
期
間

７
月
１
日
:
〜
12

月
31
日
;

※
検
診
実
施
医
療
機
関
（
歯
科
）

の
休
業
日
を
除
き
ま
す
。

■
対
象

40
歳
以
上
で
、
職
域
等

で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
人

■
内
容

①
問
診
に
よ
る
生
活
習

慣
や
自
覚
症
状
の
確
認
、
②
視
診

察
、
③
Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査
（
歯
周
組
織

検
査
）、
④
歯
科
保
健
指
導

■
検
診
料
金

無
料

■
場
所

明
和
町
を
含
む
松
阪
地

区
歯
科
医
師
会
管
内
の
各
医
療
機

関
（
歯
科
）

■
申
し
込
み

検
診
を
受
け
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
長
寿
健
康
課

窓
口
で
「
歯
周
病
検
診
票
」
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
歯
周
病
検

診
票
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
長

寿
健
康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

検
診
票
が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
歯
周
病
検
診
票
と
健
康
保
険
証

を
持
参
の
う
え
、
各
医
療
機
関

（
歯
科
）
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

検
診
結
果
は
受
診
さ
れ
た
各
医
療

機
関
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
（
1

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
パ
パ
マ
マ
教
室
（
産
前
教
室
）】

■
日
・
対
象
者

７
月
28
日
9
＝

妊
娠
後
期
（
８
カ
月
以
降
）
の
女

性
と
そ
の
家
族

■
内
容

妊
娠
中
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具

■
服
装

運
動
し
や
す
い
服
装

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
イ
ク
メ
ン
教
室
】

イ
ク
メ
ン
教
室
は
「
育
児
を
す

る
男
性
の
た
め
の
教
室
」
で
す
。

■
日
・
対
象
者

７
月
９
日
;
＝

１
歳
〜
１
歳
半
の
子
ど
も
の
父
親

■
内
容

子
ど
も
の
成
長
と
遊
ば

せ
方

■
受
付
時
間

午
後
１
時
15
分
〜

１
時
30
分

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

①
７
月
19
日

7
＝
平
成
20
年
12
月
生
ま
れ
、
②

８
月
25
日
9
＝
平
成
21
年
１
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
前
９
時

30
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
７
月
８
日

:
＝
平
成
21
年
12
月
生
ま
れ
、
②

８
月
12
日
:
＝
平
成
22
年
１
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

①
７
月
15
日

:
＝
平
成
19
年
12
月
生
ま
れ
、
②

８
月
19
日
:
＝
平
成
20
年
１
月
生

ま
れ

■
受
付
時
間

各
日
と
も
午
後
１

時
10
分
〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

７
月
13
日
8

、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
、
②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者

７
月
28
日
9

、

平
成
23
年
２
月
〜
平
成
23
年
５
月

お知らせ
広報めいわ　　 ７月号

平成23年
(2011年)

大
淀
・
明
星
地
区

料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

明
和
町
食
生
活
改
善
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、
料
理
教
室
の
参
加

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
の
対
象
は
、
町
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
し
、
料
理
に
興
味

が
あ
る
人
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
大
淀
地
区

■
日
時
　
７
月
22
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午
ご
ろ

■
場
所

大
淀
会
館
（
大
淀
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
テ
ー
マ

地
産
地
消

■
参
加
費

材
料
代
５
０
０
円
程

度■
申
し
込
み

７
月
16
日
;
ま
で

に
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
次

の
い
ず
れ
か
の
人
へ
申
し
込
み

①
高
山
芙
美
子
さ
ん
（
1
55
・
２

８
７
５
）
、
②
植
村
和
美
さ
ん

（
1
55
・
２
２
５
５
）

◎
明
星
地
区

■
日
時
　
７
月
25
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午
ご
ろ

■
場
所

明
星
会
館
（
明
星
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
テ
ー
マ

メ
タ
ボ
予
防
料
理

■
参
加
費

材
料
代
５
０
０
円
程

度■
申
し
込
み

７
月
20
日
8
ま
で

に
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を
次

の
い
ず
れ
か
の
人
へ
申
し
込
み

①
三
田
洋
子
さ
ん
（
1
52
・
０
０

４
４
）
、
②
坂
根
美
和
子
さ
ん

（
1
52
・
１
６
４
０
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
料
理
教
室
当
日
は
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
各
地

区
の
申
込
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
固
定
資
産
税
＝
第
２
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
＝
各
第
４
期
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝
第
１
期

■
納
期
限
＝
８
月
１
日(

月)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
７
月
27

日(

水)

に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

７
月
11
日(

月)

、
７

月
25
日(

月)

、
各
日
と
も
午
後

５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容

収
税
対
策

室
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付
・

相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

７
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
・
31
日
（
各
日
曜

日
）
、
各
日
と
も
午
前
８
時
30

分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

15
分

■
場
所
と
内
容

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
収
税
対
策
室

（
1
52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
生
児
で
、
こ
れ
ま
で
参
加
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
人

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　
中

村
幸
美
さ
ん

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は
お

茶
、
果
汁
、
ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
、
子
ど
も
の
名
前
・
生
年
月

日
を
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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●読み聞かせ
ふるさと会館では、子ど

もたちを対象とした「読み

聞かせ」を次のとおり行い

ます。楽しいお話がたくさ

んあります。皆さん、お気

軽にご参加ください。

【てんとうむしの読み聞かせ】

■日時と場所　７月９日(土) 午後２時～、１階児童室

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所　７月24日(日) 午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「とこちゃん うみへいく」「こはらぺこが

はらの メエメエさん」、紙芝居「おじいさんと おばけ」

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ】

■日時と場所 ７月28日(木) 午後４時30分～、１階児

童室

■内容 夕涼みお話会

●ワークショップ「紙の昆虫を作ろう」
見並俊博さんを講師に迎え、紙を使ってすてきな昆虫

を作ります。

■日時と場所 ７月16日(土) 午前10時～正午、２階フ

ロアー

※事前申し込みが必要です。詳しくは、ふるさと会館

（152・7131）へお問い合わせください。

●歴史民俗資料館「押し花展」を開催しています
■期間 ７月10日(日）まで

■時間 ①平日＝午前９時30分～午後７時、②土・日曜

日、祝日＝午前９時30分～午後５時30分

■場所 ２階特別展示コーナー

※開催期間中は、押し花作りの体験ができます。多数の

皆さんのご来館をお待ちしています。

●歴史民俗資料館「老人会趣味の作品展」開催の
お知らせ

■期間 ７月20日(水）～８月９日(火)

■時間 ①平日＝午前９時30分～午後７時、②土・日曜

日、祝日＝午前９時30分～午後５時30分

■場所 ２階特別展示コーナー

●７月の休館日 ７月４日

(月)、11日(月)、19日(火)、25

日(月)、29日(金)

※７月18日（月、海の日）は祝

日開館します。各催し等について、

詳しくはふるさと会館（152・

7131）へお問い合わせください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ
もうすぐ子どもたちの夏休みです。いつきのみや歴史

体験館では、子どもから大人まで楽しめるいろいろな体

験講座を予定しています。ご家族やお友達と一緒にご参

加ください。

●合貝(あわせがい)づくり体験【当日受け付け】
蛤(はまぐり)の内側に

好きな絵を描いて、お姫

様の遊び道具を作ります。

■日時 ８月13日(土)、

14日(日)、各日とも午前

10時～午後４時

■参加費 400円

●和綴(と)じ本づくり体験【当日受け付け】
昔の人はどのように本を

綴(と)じていたのでしょう。

糸を使ってオリジナルの和

綴(と)じノートを作りまし

ょう。

■日時 ８月13日(土)、14

日(日)、各日とも午前10時

～午後４時

■参加費 500円

●土器づくり【要予約・先着順】
古代の人々が使っていた

食器を作りましょう。斎宮

跡出土の椀や皿を参考にし

て緑釉(りょくゆう)陶器に挑

戦します。

■日時 ８月20日(土) 午前

10時～正午

■参加費と定員 1,000円、30人（先着順）

※各催しの参加申し込み・問い合わせ等、詳しくはいつ

きのみや歴史体験館（152・3890）へ問い合わせくだ

さい。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

合貝(あわせがい)

和綴(と)じ本

お知らせ
広報めいわ　　 ７月号

平成23年
(2011年)

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

緑釉(りょくゆう)陶器

明和町広報紙「広報めいわ」では、紙面に掲載する有料広告を
次のとおり募集しています。有料広告の掲載申し込みは、原則とし
て年度内分・掲載枠分を先着順で受け付け、広報発行月の前月５日
に締め切ります。募集要件など詳細内容については、総務課情報係
（152・7111）へお問い合わせください。
【毎月の広告枠の大きさ・広報紙発行１回あたりの掲載料金】
■裏表紙面（４色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 7,000円

②縦4.35cm×横18cm＝14,000円
■中　　面（２色印刷） ①縦4.35cm×横8.75cm＝ 5,000円

②縦4.35cm×横18cm＝10,000円

明 和 町 広 報 紙 有 料 広 告 掲 載 の 募 集
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.525  平

成
23年

(2011年
) ７
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

７月28日(木) 
　 ～８月３日(水)

７月14日(木) 
        ～20日(水)

６月30日(木) 
　～７月６日(水)

７月７日(木) 
        ～13日(水)

明和ニュース：①老人クラブ連合会 ミニ運動会、②明 
和町ソフトバレーボール協会 春季大会、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介６ 
特　集：平成23年　第29回斎王まつり 
 
 

７月21日(木) 
        ～27日(水)

明和ニュース：①蓑村の虫送り、②有爾中の天王踊り 
羯鼓(かんこ)踊り、ほか 
コラム：斎王が振り返る第29回斎王まつり 
特　集：【再放送】平成22年 大淀祇園祭りと花火大会 

明和ニュース：①ふるさと会館特別展 老人会趣味の作 
品展、②人権センター 夕涼み会、ほか 
コラム：明和町役場各課紹介「総務課」 
特　集：町長定例記者会見 

明和ニュース：①大淀小学校 浜辺の集会・クリーン集 
会、②大淀海岸ふれあいキャンプ場安全祈願祭、ほか 
コラム：スポーツ少年団紹介６ 
特　集：社会を明るくする運動 

明和ニュース：①明和町消防団 夏季訓練、②上村の天 
王祭、ほか 
コラム：明和町役場各課紹介「総務課」 
特　集：スポーツ少年団紹介７ 

明和町行政チャンネル番組表 ６月30日(木)正午～８月３日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。

明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①７月12日(火)、②８月９日(火) 時間は、各

日とも午前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）
へお問い合わせください。

７月と８月の「消費生活相談」窓口の開設

■日時と内容 ①７月４日(月) 午前９時30分～正午＝行

政相談・心配ごと相談、②７月19日(火) 午後１時30分

～４時＝心配ごと相談、③８月１日(月) 午前９時30分

～正午＝行政相談・心配ごと相談、④８月15日(月) 午

後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へ
お問い合わせください。

７月と８月の行政相談・心配ごと相談

発
行
日
：
平
成
2
3
年
７
月
１
日

発
　
行
：
三
重
県
明
和
町

〒
515-0332

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
馬
之
上
945番

地
TEL：

0596-52-7111(総
務
課
)
FAX：

0596-52-7133(役
場
庁
舎
２
階
)

【 交 通 事 故 無 料 相 談 の ご 案 内 】
(社)日本損害保険協会では「交通事故に関する無料相談」を

次のとおり行っています。

■電話・面談相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）、午前９時

～正午・午後１時～５時

■弁護士相談（要予約・要面談） 毎週木曜日（祝日を除く）、

午後１時～４時

■問い合わせ先 (社)日本損害保険協会四日市自動車保険請求

相談センター（四日市市諏訪栄町1-12、1059・353・5946）

＝まずは お気軽にご相談ください＝
【児童虐待相談窓口】

■明和町福祉子育て課 10596・52・7115
■中勢児童相談所　　　　　　　1059・231・5666

【ＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)相談窓口】
■明和町福祉子育て課 10596・52・7115
■配偶者暴力相談支援センター　1059・231・5600
■警察安全相談電話　 1059・224・9110 ♯9110

■松阪警察署　　　　　　　　　10598・53・0110
■松阪保健福祉事務所　　　　　10598・50・0520

※お気軽に、まずはお電話してください。


